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スミショート21

立っている間は通し水�中干し後徐々に水かけ�

基肥�べんとう肥�

スミシード� 金泉特号�
（N：２.４～３.０kg）�

基肥�
－１０～�
　－４日�

－１８～�
　－１５日�

－３２～�
　－３０日�べんとう肥�

N２.５～３kg N ０.６～０.８kg １.５�
～２.０kg

生育段階�

水管理�

使用時期�
出穂２５日前（～２０日前）�

●使用条件／湛水処理（3～5cmの水深を保ち、施用後3～4日間で止水してください。）�
●散　　布／均一散布（スミショートでむらなおしはしない。）�

良質米専用穂肥�

おいしい� お　得� お　楽� 安　心�

「スミショートが�
コシヒカリを�
救った」�

ササニシキ（山形県遊佐 遠景は鳥海山）�

慣行栽培�

スミショート１４�

穂肥時期の葉色�
葉色値（群落）�
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スミショートの商品内容と使用方法�

製品写真� 容量� 処理量�

10a当り�
1袋処理�

10a当り�
1袋処理�

10a当り�
1袋処理�

10a当り�
1袋処理�

10kg�
袋�

15kg�
袋�

20kg�
袋�

15kg�
袋�

施肥時期�

幼穂形成期�

幼穂形成期�

幼穂形成期�

幼穂形成期�

第2回穂肥�

生育状況、�
気象条件に�
応じて必要�

生育状況、�
気象条件に�
応じて必要�

生育状況、�
気象条件に�
応じて必要�

不要�

1.4kg�

2.1kg�

2.8kg�

3.45kg�
（被覆N 60％）�

成分（NPK）� N量（袋当たり）�

製　品　内　容�

14－2－17�

14－2－17�

14－2－17�

23－1－11

ウニコナゾールP�
（袋当たり）�

1.2g�

1.2g�

1.0g�

1.2g

被覆肥料入り一発穂肥�

14

21

28

35

コシヒカリの一生とスミショート21による施肥体系�
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：
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精玄米重�
（kg/１０a）�

５６０～６６０�
目　標�

㎡当り総籾数�
（万粒/㎡）�

３.３０～３.４０� １，８００～１，９４０�

５４０～６００�

A

B ３.００～３.２０� １，８７０～１，８８０�

登熟度�
（登熟歩合×千粒重）�

玄米窒素含有量�
（％）�

１.２～１.３�

スミショート21�
１５kg�

（N ２.１kg）�

銀泉特号�
７～１５kg�

（N１～ ２.１kg）�

－２５日�

田植�
－２５（出穂２５日前）�

幼穂形成期�
０� ＋４０（出穂45日後）�

出穂期� 成熟期�

処理後３～４日止水�

國武正彦先生�

スミショート／SUMISHORTは住友化学（株）の登録商標�

１～２kg�kg�
×（０～２回）�
１～２kg�
×（０～２回）�

C-049.16-08.10,000（沢）�

特約販売店�
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スミショート２１�
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粒厚（ふるい目、㎜）�

県普及慣行�

スミショート２１�

＜１.７�１.７�１.８�１.９�２.０�２.１�２.２�

４０�

３０�

２０�

１０�

０�

第１葉�
（止葉）�

スミショート２１�

県普及慣行� 第２葉�

出穂25日前ごろ�
（幼穂形成期）�

もっとも長い節間（第5節間）が�
2～4cmに伸びている。�

幼穂が�
1～2mm

幼穂1～2mm

第4節間�

第5節間�
2～4cm

「施用時期が違う」（通常の穂肥より約10日早い）� 「気象条件に左右されずに安定多収」�
「幼穂形成期の施肥で顕著な増収効果」�

「秋の作業性が違う」�
スミショートの施用により、倒伏が軽減されます。�

「厳しい公的試験をクリア」�
発売前約10年間、1991年発売後、長年にわたる顧客評価�

スミショートを使用した1997年度の稲の食味分析結果�

「穂肥が早まる」 　玄米へのチッソ残留が減る�
（住友化学で分析した全玄米サンプルデータより）�

①健苗育成（薄まき均播→べんとう肥）�
②基肥減肥�
③早期追肥、つなぎ肥の省略�
④スミショートの待ちどおしい稲姿に�
⑤水管理はきちんと�

①玄米へのウニコナゾールPの残留はない。�
②後作への影響はない。�
③幼穂などへの薬害はない。�

①スミショートは止葉が立つ� ②粒厚が厚くなる�

①下位節間を短くする� ②倒伏軽減�

葉が立ち、畦間が明るくなります。� 玄米の粒厚が厚くなります。�

穂肥Ⅱを多用し過ぎなければ、食味がよくなります。�

●第4節間を中心に下位節間を短くし、�
　短稈化します。穂長には影響しません。�

●茎の強度が増し倒伏を軽減します。�

スミショートは、コシヒカリに代表される良質米にとって、倒伏に最も危険な、�
幼穂形成期（出穂25日前）に施用します。�

新潟県農業試験場’89

新潟県農業試験場’89 ’89～’91年平均�

スミショート施用後の最も適切な�
稲姿（出穂25日前）�

この程度の茂り具合なら�
施用可能�

食　味　値※
�

80以上（極上）�

75～79（優良）�

70～74（良）�

65～69（普通）�

64以下（劣る）�

　　  計�

スミショート使用�

分析点数� 施肥体系�

良　好�

不完全�

20�

153�

59�

24�

4�

260

％�

7.7�

58.9�

22.7�

9.2�

1.5�

100.0

その他の肥料使用�

分析点数�

7�

64�

62�

24�

7�

164

％�

4.3�

39.0�

37.8�

14.6�

4.3�

100.0

※ケット科学研究所食味値（滋賀県産日本晴を65として、全国の特約店から提供された玄米を住友化学、加西試験場で分析。）�

おいしい� お　得�

お　楽�

安　心�

國武先生のOne point lesson

國武先生のOne point lesson

＜その①登熟歩合の向上＞�

＜その②有効茎歩合の向上＞�
○幼穂形成期に栄養を与えることにより、有効茎歩合が高まります。�


